
  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補充問題  塾技 50 火成岩       注：一部，塾技 52 の内容を含む 

 
問題 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（千葉県） 

解答は次のページ 



  

 

 

     

（1）岩石は，マグマが冷えて固まってできた火成岩と，地層をつくるおし固められた堆積岩に分類で

きる（さらに，変成岩もある。→p193「用語チェック」塾技 52 の 4.変成岩を参照） 

 火成岩 

 

 

（2）a にあてはまる火山岩は，マグマが地表や地表付近で急に冷えて固まってできた岩石で，図 1 の

①のようにあまり結晶が成長していない斑状組織をもつ。これにあてはまるものは，①と⑦である。 

b にあてはまる深成岩は，マグマが地下深くでゆっくり固まってできた岩石で，図 1 の②のように

結晶が大きく成長した等粒状組織をもつ。これにあてはまるものは，②と⑤である。 

c にあてはまる堆積岩は，粒の大きさでれき岩・砂岩・でい岩に分類でき，成分で石灰岩・チャー

ト・凝灰岩に分類できる（「塾技 52  」参照）。これにあてはまるものは③の石灰岩，④のれき岩，

⑥の凝灰岩である。 

 b：②，⑤  c：③，④，⑥ 

 

※この問題では，3 種類の火山岩（流紋岩・安山岩・玄武岩）や，深成岩（花こう岩・せん緑岩・

斑れい岩）の区別までは問われていないが，例えば②は花こう岩，⑤はせん緑岩または斑れい岩

と考えられるようにする力をつける必要がある。そのためにも，「塾技 50  」にある下の表は，

p106 の右段にあるごろ合わせなどを使って自分でかけるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）「塾技 52  」②より，d は炭酸カルシウムとわかる。一方，「塾技 52  」（2）より，e はサンヨ

ウチュウ，f は古生代とそれぞれわかる。 

 X 群:イ，Y 群：ア 

 

 

解 

塾技 50  補充問題 解答・解説 
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